
英語教育改善プラン推進事業
第１回ワーキング会議

令和４年５月２３日（月）

県総合教育センター第３研修室他

義務教育課・高校教育課
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キーワード

柱１：児童生徒の発信力（話す・書く力）の充実

柱２：言語活動の充実

柱３：パフォーマンス評価の充実

•小中高連携・接続

•教師の英語による指導力向上（質の高い指導体
制の充実）

•全国的な英語教育の水準の向上、持続可能な体
制の構築
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Yamanashi Model 充実
～発信力向上を目指して～



Today’s Menu

事務局より

①令和３年度英語教育実施状況調査結果について

②令和４年度英語教育改善プラン推進事業について

③第３回研究指定校アンケート結果について

大学教授による講義（指導助言）

※終了後、校種ごと分科会
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英語教育実施

状況調査 等

【Check】

各自治体の取組を

分析し、次年度へ

【Action】

英語教育改善

プラン策定

【Plan】

各自治体の実態・

課題に応じた具体

的な取組【Do】

英語教育実施

状況調査 等

【Check】

各自治体の取組を

分析し、次年度へ

【Action】

英語教育改善

プラン策定

【Plan】

各自治体の実態・

課題に応じた具体

的な取組【Do】

英語教育実施

状況調査 等

【Check】

各自治体の取組を

分析し、次年度へ

【Action】

英語教育改善

プラン策定

【Plan】

各自治体の実態・

課題に応じた具体

的な取組【Do】

山梨県英語教育
改善プラン推進事業R2

R3

R4 成果発表会（全国へ）

（R2～）常永小・小立小・押原中・湖南中
（R3～）韮崎小・加納岩小・睦合小・丹波小

南西中・長坂中
甲府昭和高校・富士河口湖高校

県事業
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Today’s Menu

事務局より

①令和３年度英語教育実施状況調査結果について

②令和４年度英語教育改善プラン推進事業について

③第３回研究指定校アンケート結果について

大学教授による講義（指導助言）

※終了後、校種ごと分科会

5



6

令和３年度英語教育実施状況調査結果

ア 「CAN-DOリスト形式」による学習到達目標を評価に活用する
ことに課題がある。

イ 校種があがるにつれて、言語活動時間や教師の英語使用量が
減少する。

ウ 求められる英語力を有する生徒・教師の割合が低い。

○Ｒ３年度調査結果から見えてきた課題
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ア 「CAN-DOリスト形式」による学習到達目標を評価に活用する
ことに課題がある。

令和３年度英語教育実施状況調査結果

○「CAN-DOリスト形式による学習到達目標の整備状況」について

（ア）
「CAN-DOリスト」形式によ
る学習到達目標を設定して
いる学校

（イ）
「CAN-DOリスト」形式によ
る学習到達目標を公表して
いる学校

（ウ）
「CAN-DOリスト」形式によ
る学習到達目標の達成状況
を把握している学校

山梨県 全国平均 山梨県 全国平均 山梨県 全国平均

小学校 98.2% 78.7% 21.7% 29.4% 65.1% 61.1%

中学校 １００％ 94.7% ３７．５％ 47.7% 73.8% 67.5%

高等学校 100% 94.0% 88.4% 54.5% 93.0% 57.4%

○「パフォーマンステストの実施状況」について

パフォーマンステストを実施している学校

山梨県 全国平均

小学校（S） ９７．９％ ９６．８％

中学校（S/W） ９０．８％ 90.5％

高等学校(S/W) ４９．１％ ３８．４％
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イ 校種があがるにつれて、言語活動時間や教師の英語使用量が
減少する。

令和３年度英語教育実施状況調査結果

○「授業における、児童生徒の英語による言語活動時間の割合」について

○「授業における、英語担当教師の英語の使用状況」について

授業の半分以上の時間、言語活動を行っている

山梨県 全国平均

小学校 ９４．０％ ９２．０％

中学校 68.8％ ７１．３％

高等学校 50.0％ ５０．３％

授業の発話の半分以上を英語で行っている

山梨県 全国平均

中学校 70.8％ 73.4％

高等学校 46.8％ ４６．０％

英語教育に関する小中連携を実施した

山梨県 全国平均

８３．８％ ７２．５％

※「英語教育に関わる小中連携」について
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ウ 求められる英語力を有する生徒・教師の割合が低い。

令和３年度英語教育実施状況調査結果

○「求められる英語力を有する教師の割合」について

○「求められる英語力を有する生徒の割合」について

CEFR B2レベル以上等を取得している教師

山梨県 全国平均

中学校 ３２．０％ ４０．８％

高等学校 ８２.２％ ７４．９％

中学校 山梨県 全国平均

外部試験を受験したことがある生徒 31.4% ４５．５%

CEFR A1レベル相当以上を取得している生徒 21.0% ２７．２%

CEFR A1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒 18.3% １９．８%

求められる英語力を有する生徒 39.3% ４７.０%

高等学校 山梨県 全国平均

外部試験を受験したことがある生徒 ５２．６% ５３．０%

CEFR A２レベル相当以上を取得している生徒 ３６．９% ３１．２%

CEFR A２レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒 １２．１% １４．９%

求められる英語力を有する生徒 ４８．９% ４６．１%
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令和３年度英語教育実施状況調査結果

ア 「CAN-DOリスト形式」による学習到達目標を評価に活用する
ことに課題がある。

イ 校種があがるにつれて、言語活動時間や教師の英語使用量が
減少する。

ウ 求められる英語力を有する生徒・教師の割合が低い。

○Ｒ３年度調査結果から見えてきた課題

柱３：パフォーマンス評価の充実 亀谷みゆき教授

柱２：言語活動の充実 太田洋教授

柱１：発信力の充実 田中武夫教授



Today’s Menu

事務局より

①令和３年度英語教育実施状況調査結果について

②令和４年度英語教育改善プラン推進事業について

③第３回研究指定校アンケート結果について

大学教授による講義（指導助言）

※終了後、校種ごと分科会
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国が求める取組参考例

①小学校外国語教育の特質を踏まえ、各学校の実情に応じた指導体制の構築、教科
書（デジタル教科書を含む）を使用した効果的かつ持続可能な指導方法や評価方法
の開発・実践

②小学校との接続を踏まえた中学校や高等学校の指導方法の改善・充実、コミュニ
ケーションを支える言語材料の理解と定着、発信力の強化

③育成することを目指す資質・能力を明確にし、学習の目標と評価を児童生徒と共有し、
達成状況についてパフォーマンステストを含めた観点別評価により把握する取組

④児童生徒１人１台端末等を活用し、海外の児童生徒やALT 等と直接コミュニケー
ションを行う取組

⑤児童生徒の発信力向上のために独自に開発等を行ってきたオンラインシステムやア
プリ等を改修し活用することや、ICT アプリ等を効果的に活用し、その効果を検証する
取組

⑥生徒を対象とした外部検定試験・資格試験を活用した４技能の測定結果を参照する
ことにより、自治体で開発した調査やアセスメントを用いて測定している測定結果の精
度をより高めていく取組

など

※令和４年度本事業公募要領より
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○英語による指導力向上
○各種研修会参加等による英語力向上

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
確
立

○児童生徒が，自分の考えや気持ちなどを英語で伝
え合う発信力の強化。

○小・中・高等学校を通じたCAN‐DOリストに基づく
パフォーマンス課題を年間指導計画に位置付け，
指導・評価するモデルの充実。

○教科書（デジタル教科書を含む）を使用した効果
的かつ持続可能な指導方法や評価方法の開発。

○小中高連携の充実（指導・評価,内容・方法の共有）
○授業における，言語活動時間と英語使用量の増加。
○英語担当教師の指導力・英語力の向上。

山梨県英語教育改善プラン推進事業 （令和３年度～令和４年度）

○W.Gで検討したCAN-DOリストに基づく
パフォーマンス評価の実践

○提案授業の公開（授業動画，指導案等）
※教科書の使用・発信力・言語活動の充実

（中高）授業は英語で行うことを基本

児童生徒の

英語発信力向上

※１ CAN-DOリスト：外国語における４技能５領域ごとに「～することができる」という学習到達目標を記述したもの。

県下・全国に波及する効果

【事業目的】
小・中・高等学校を通じて，グローバル社会に生きる児童生徒に求められる発信力を向上させるために，実際の目的・場面・状況に

応じて英語を活用する課題（パフォーマンス課題）を設定し，言語活動を通して，指導・評価するモデルを充実させる。

【背景】
○「第３期教育振興基本計画（2018～2022）」及び新学習指導要領。
○グローバル化の進展に伴い，国内外の様々な場面において，外国語で躊

躇なく意見を述べ，他者と交流し，共生する力の育成が求められる。
○英語教育の水準の向上（小学校における質の高い指導体制の充実，中学

校卒業時の英語力CEFR A1 50%以上，高等学校卒業時の英語力CEFR 
A2 50%以上，小・中・高等学校を通じた教師の英語による指導力向上）

【課題】
○「話すこと」において，英語による指導や信頼性・妥当性ある評価に課題。
○国の各調査結果から，中学生・高校生の「話すこと」「書くこと」に課題。
○中学校卒業時の生徒の英語力 山梨県3９.3％(R３)

高等学校卒業時の生徒の英語力 山梨県4８.９%(R３)
○教師の英語力 山梨県中学校３２．０％（R３）高等学校8２.2%（R３）
○「CAN‐DOリスト」 ※1の学習指導・評価への活用が課題。

○研究指定校の提案授業，パフォーマンス
評価の分析

○指導改善・評価改善の方策を提示

ワーキンググループ（W.G）

【事業内容】

Ｐ

Ｄ

Ｃ

A
○CAN-DOリストに基づくパフォーマンス評価

の充実
○Ｗ.Ｇの分析を基に，指導改善・評価改善 ○

成
果
物
の
周
知
活
用
・成
果
発
表
会
の
実
施

○
提
案
授
業
や
研
修
内
容
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

○
小
中
高
連
携
（
研
修
会
・配
信
）
の
充
実

○
研
究
指
定
校
へ
の
継
続
的
な
指
導
・支
援○小中高を通じたCAN-DOリストに基づくパ

フォーマンス評価の検討
○全体計画・研究の柱の設定

研究指定校

研究指定校
山梨県

教育委員会

・外部有識者・研究指定校教員
・英語教育推進リーダー ・県指導主事

ワーキンググループ（W.G）

・小学校６校 ・中学校４校 ・高等学校２校

研究指定校

ワーキンググループ（W.G）

英語担当教師

○校内研究会等で成果物の活用
○言語活動を中心に据えた授業実践
○小中高連携の充実

小・中・高等学校
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キーワード

柱１：児童生徒の発信力（話す・書く力）の充実

柱２：言語活動の充実

柱３：パフォーマンス評価の充実

•小中高連携・接続

•教師の英語による指導力向上（質の高い指導体
制の充実）

•全国的な英語教育の水準の向上、持続可能な体
制の構築
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Yamanashi Model 充実
～発信力向上を目指して～



R4年度取組

①英語使用が豊富な言語活動を中心に据えた授業づくり

②パフォーマンス評価

③教科書（デジタル教科書）の活用

④CAN-DOリストの活用

⑤小中高連携

⑥海外の児童生徒やALT 等と直接コミュニケーションを行う取組

⑦自治体連携による英語教育改善のためのアライアンス

（山梨県・静岡県・三重県・鹿児島県）

⑧外部検定試験（実用英語技能検定）による成果指標（中３）

⑨成果発表会（全国へ：県外オンライン参加）

⑩山梨県英語教育改善プラン推進事業YouTubeチャンネル開設

Yamanashi English Channel（YEC）
17

県の取組



研究指定校の取組

常永小：言語活動を軸とした授業づくり、指導改善・学習改善につながる評価
方法の模索、中間指導・評価、振り返りカード・自己評価、思考・判断・
表現の適切な見取り

小立小：すべての児童が「わかる・できる」を実感できる授業の創造‐指導と評価
の一体化を図るための学習評価を通して-
中間指導、振り返り活動、CAN-DOリスト・評価規準（基準）の共有

韮崎小：指導と評価の一体化、CAN-DOリスト、思考力・判断力・表現力を高める
指導と評価、一人一台端末、中間指導

加納岩小：CAN-DOリストの整理、ルーブリックの再検討、信頼性・妥当性ある
評価、児童用デジタル教科書の活用方法、学びの個別化と協働の
往還

睦合小：CAN-DO リスト・CHALLENGE リストの活用と改善、パフォーマンス
課題、効果的な指導と評価、教材の作成・リスト化

丹波小：丹波小CAN-DO リストの作成と活用（教師にとっても生徒にとっても
分かりやすい）、少人数学級、ICT 機器を効果的に活用した言語活動、
ネイティブスピーカーとのやり取り

R４年度各校の研究内容
※R3年度の成果と課題を踏まえる

国が求める取組 県の取組研究指定校の取組
18



研究指定校の取組

押原中 ：技能統合型の言語活動、汎用性と持続可能な教科書の活用、
backward design、パフォーマンス評価、Small Talk、小中高連携

湖南中 ：スモールトーク、フレーズの活用、単元ゴールへのスモールステップ、
中間指導、教科書の活用、発問の工夫、複数教員による評価規準
（基準）の共有、小学校・高等学校との交流（授業観察）による連携

南西中 ：持続可能なパフォーマンス評価と指導、自己調整、Chromebook、
信頼性・妥当性ある評価、領域統合型の言語活動

長坂中 ：論理的に思考し、表現する力、「話すこと（やり取り）」→「書くこと」、
単元計画、単元ゴールと授業ごとのねらいの関連づけ、中間指導

甲府昭和高校：
甲府昭和高校版CAN-DOリストの修正と年間指導計画、単元計画の作成
領域統合型の授業を通じた言語活動を中心に据えた授業づくりの実施
観点別評価の実施、小学校・中学校との交流（授業観察）による連携

富士河口湖高校：
CAN-DOリスト再検討、パフォーマンス課題、目的・場面・状況の適切な設定、
評価方法の検討（ルーブリックの見直し）、教科会議・指定校同士（小中高）
の研究会等で情報交換

R４年度各校の研究内容
※R3年度の成果と課題を踏まえる

国が求める取組 県の取組研究指定校の取組 19



○小・中・高等学校を通じたCAN‐DOリストに基づくパフォーマンス課題等を年間
指導計画に位置付け、指導・評価するモデルの充実

○教科書（デジタル教科書を含む）を使用した効果的かつ持続可能な指導方法
や評価方法の開発

○小中高連携の充実（指導・評価、内容・方法の共有）
○授業における、言語活動時間と英語使用量の増加
○英語担当教師の指導力・英語力の向上

児童生徒の

英語発信力向上

県下・全国に波及する効果

○校内研究会等で成果物の活用
○言語活動を中心に据えた授業実践
○小中高連携の充実

小・中・高等学校
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成果指標（検証）

①「英語教育実施状況調査」

②「研究指定校アンケート」

③「研究指定校振り返りシート」

④「パフォーマンス動画 経年比較」

⑤外部検定試験（実用英語技能検定）」（中）

⑥「授業動画視聴アンケート（アーカイブ動画・オンライン配信）」

⑦「ワーキンググループ有識者による分析検証」

⑧「令和５年度全国学力・学習状況調査」
21



Today’s Menu

事務局より

①令和３年度英語教育実施状況調査結果について

②令和４年度英語教育改善プラン推進事業について

③第３回研究指定校アンケート結果について

大学教授による講義（指導助言）

※終了後、校種ごと分科会
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英語教育改善プラン推進事業 研究指定校アンケート（第３回）
小学校（教員用・児童用） 中学校（教員用・生徒用） 高等学校（教員用・生徒用）

○目的
本事業を通して、英語担当教師が授業改善（指導改善・評価改善）を行う

とともに、児童生徒が学習改善をしながら、英語による発信力を向上させて
いく変容を見取る。また、本事業の成果と課題を明確化するツールとする。

○対象
教員：外国語（英語）担当教師全員（外国語活動・外国語科担当教師）
児童生徒：外国語（英語）を学習している児童・生徒全員が基本

○時期
第１回：４月下旬～５月上旬 ※提出期限：５月１９日（木）
第２回：１月中旬 ※提出期限：１月２０日（金）

○方法
・Google フォーム or Microsoft Forms
・Ｅｘｃｅｌ

○その他
・調査項目は変えずに実施し、提出してください。
・校内研等使う場合は、調査項目を加えても構いません。 23
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柱１：児童生徒の発信力（話す・書く力）の充実

（田中武夫教授）

柱２：言語活動の充実（太田洋教授）

R3「話すこと（やり取り）」を通した授業・教科書活用・領域統合型等

柱３：パフォーマンス評価の充実（亀谷みゆき教授）

CAN-DOリストの活用・指導と評価の一体化 等

• 小中高連携・接続

• 教師の英語による指導力向上（質の高い指導体制の充実）

• 全国的な英語教育の水準の向上、持続可能な体制の構築

25

Yamanashi Model 充実
～発信力向上を目指して～

大学教授による講義（指導助言）



Thank you for your attention.
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